
全
国
測
量
で
二
回
岡
垣
を
訪
れ
た
伊
能
忠
敬

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
石
井
　
邦
一

　

伊
能
忠
敬
は
、
わ
が
国
最
初
の
日
本

地
図「
大
日
本
沿
海
輿よ

ち地
全
図
」を
作
成

し
た
人
物
で
あ
る
。

　

彼
は
、
こ
の
地
図
を
作
る
た
め
、
寛

政
12（
１
８
０
０
）年
４
月
か
ら
の
奥
州

街
道
と
蝦え

ぞ

ち

夷
地
測
量
を
き
っ
か
け
に
、

以
来
、
文
化
13（
１
８
１
６
）年
の
江
戸

府
内
の
測
量
ま
で
、
前
後
17
年
間
を
全

国
の
測
量
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
が
、

冒
頭
の
日
本
地
図
で
あ
る
。

　

こ
の
壮
挙
が
特
筆
で
き
る
の
は
、
幕

府
の
許
可
を
得
て
測
量
行
に
着
手
し
た

の
が
、
こ
の
時
代
で
は
す
で
に
老
境
と

さ
れ
て
い
た
、
56
歳
の
と
き
だ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　

忠
敬
は
、
上か

ず
さ総
の
生
ま
れ
で
18
歳
の

と
き
、
下し

も
ふ
さ総
国
佐
原
村
の
豪
農
伊
能
家

を
継
ぎ
、
傾
い
て
い
た
家
業
を
立
て
直

し
、
40
歳
の
こ
ろ
に
は
、
家
運
を
豊
か

に
し
、
困
っ
て
い
る
人
を
援
け
た
。

　

50
歳
で
家
を
長
男
に
譲
り
、
隠
居
す

る
と
江
戸
に
出
て
、
19
歳
も
年
下
の
幕

府
天
文
方
の
高
橋
至よ

し
と
き時

に
入
門
、
天
文・

暦
学
・
測
量
術
を
学
ん
だ
。

　

学
び
終
え
た
彼
は
、
56
歳
で
、
先
に

書
い
た
蝦
夷
地
測
量
を
手
掛
け
た
。

　

忠
敬
が
、
全
国
の
測
量
を
な
し
終
え

た
の
は
、
72
歳
の
と
き
で
あ
る
。
隠
居

の
年
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
精
力
的
に
酷

寒
・
烈
暑
に
耐
え
な
が
ら
18
年
間
を
測

量
行
で
踏
破
し
た
業
績
は
、
古
今
に
例

の
な
い
偉
業
と
言
え
る
。

　

彼
が
こ
の
測
量
行
で
最
初
に
福
岡
の

地
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
今
か
ら

２
０
７
年
前
の
文
化
６（
１
８
０
９
）年

12
月
27
日
で
、
こ
の
と
き
は
、
下
関
か

ら
船
で
小
倉
に
着
き
、
豊
前
路
を
京み

や
こ都

郡
か
ら
企き

く救
郡
を
回
り
小
倉
に
戻
っ
て

い
る
。

　

測
量
隊
は
、
前
後
６
回
に
わ
た
っ
て

福
岡
藩
領
内
の
測
量
を
行
っ
て
い
る
が
、

岡
垣
を
経
由
し
た
の
は
５
回
目
の
福
岡

入
り
で
、
文
化
10（
１
８
１
３
）年
10
月

に
肥
後
・
肥
前
・
壱
岐
・
対
馬
を
経
て

肥
前
小
城
か
ら
福
岡
・
赤
間
・
海
老
津
・

芦
屋
・
飯
塚
・
秋
月
・
大
熊
・
香
春
を

測
り
、
小
倉
城
下
で
九
州
測
量
の
す
べ

て
を
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
２
回
の
岡

垣
測
量
の
記
録
を
、
忠
敬
が
書
い
た「
測

量
日
記
」か
ら
伺
っ
て
み
よ
う
。

① 

文
化
九
年
七
月
廿
五
日　

朝
晴
天
、

先さ
き
て手
七
ッ
半
後（
午
前
４
時
半
）に
、

後
手
六
ッ
後（
午
前
６
時
）芦
屋
浦
出

立
、
後
手
我
ら
五
人
、
同
所
〇
印
よ

り
初
め
、
芦
屋
浦
、
遠
賀
の
松
原
、

う
づ
原
の
里
糠
塚
村
、
矢や

は
ぎ矧
川
水
な

し
黒
山
村
、
吉
木
村
、
吉
木
川
砂
川

十
五
間
、
手
野
村
字
手
ノ
浜
、
先
手

初
ま
で
測
、（
一
里
二
十
八
丁
二
十
七

間
三
尺
）原
村
ノ
内
波
津
浦
、
昼
休

庄
屋
平
十
郎
、
そ
れ
よ
り
乗
船
し
て

鐘
崎
へ
着
…

② 

文
化
十
年
十
月
五
日　

晴
天
、
六
ッ

時
前
後
、
赤
間
村
出
立
、
手
分
、
先

手
、
福
岡
街
道
を
測
る
、
我
ら
五
人

遠
賀
郡
上
畑
村
、
昨
日
打
上
〇
印
よ

り
初
め
、
芦
屋
道
測
る
。
枝
笠
松
、

矢
矧
川
石
橋
二
間
、
海
老
津
村
、
左

三
十
間
ば
か
り
上
に
祗
園
社
あ
り
、

小
休
百
姓
平
右
衛
門
、
矢
矧
川
土
橋

五
間
、
山
田
村
同
所
、
石
橋
四
間
、

左
三
十
間
ば
か
り
森
中
に
鎮
守
八
幡

の
社
、
祭
神
国
常
立
尊
・
神
功
皇
后
・

応
神
天
皇
、
糠
塚
ム
ラ
、
仮
立
場（
休

憩
所
の
こ
と
）、
右
側
尾
崎
村
左
側

芦
屋
村
枝
粟
屋
人
家
二
十
六
軒
、
右

側
鬼
津
村
枝
小
鳥
掛
地
先
左
右
芦
屋

村
、
名
所
岡
ノ
松
原
…

　
以
上
が「
測
量
日
記
」の
岡
垣
に
関
連

す
る
部
分
で
あ
る
。

　

最
後
に
こ
の
測
量
隊
の
編
成
に
つ
い

て
触
れ
て
お
こ
う
。

　

幕
府
測
量
方
の
忠
敬
以
下
、
助
役
１

人
、
下
役
３
人
、
弟
子
３
人
、
侍
３
人
、

あ
と
竿
取
、
中
間
な
ど
合
計
18
人
の
ほ

か
、
測
量
予
定
地
の
村
役
人（
庄
屋
な

ど
）に
対
し
、
人
足
８
人
、
馬
７
疋ひ

き

、

長
持
運
搬
人
の
提
供
を
事
前
に
要
請
し

て
い
る
。

▲旧唐津街道から山田の集落を望む

第375回
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